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体館 日 月曜日

局

所

務

究

事

研
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し

西
大
畑
の
雪
景
色

～
教
育
会
館
か
ら

「安
吾

風
の
館
」
を
望
む
～

「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
」
の
影
響

理

正
　
司

昨
年
来
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
様
々
な
形
で
受
け
て
い
る
．

つ
目
は
個
人
的
影
響
〓　
一
昨
年
八
月
、
東
京
で
暮
ら
し
て
い
る
長
男
が
、

結
婚
し
た
い
と
言

っ
て
き
た
．
十

一
月
、
先
方
の
ご
両
親
に
挨
拶
に
伺

い
、
昨

年
五
月
の
挙
式
が
決
ま

っ
た
。
そ
こ
ヘ
コ
ロ
ナ
禍
が
襲
う
．
感
染
の
第
　
波
で

あ
る
．
二
月
早
々
、
十
二
月

へ
の
延
期
を
決
め
た
〓

そ
れ
に
し
て
も
、
東
京
の
感
染
者
数
の
増
加
が
気
に
か
か
る
，
七
月
は
ひ
と

月
で
六
十
五
百
人
に
迫
り
、
八
月
は
八
千
人
を
超
え
た
。
第
二
波
と
の
こ
と
．

こ
れ
で
は
新
潟
か
ら
の
招
待
客
は
ほ
ぼ
出
席
で
き
な
い
．
そ
う
思

っ
て
い
る
と
、

長
男
か
ら
メ
ー
ル
が
届
い
た
´
十
　
月
の
挙
式
は
諦
め
て
、
入
籍
だ
け
に
¨
式

は
翌
年
の
十

一
月
に
再
延
期
す
る
と
の
こ
と
．

二
つ
Ｈ
は
各
種
団
体
活
動

へ
の
影
響
．
新
潟
教
育
会
の
活
動
も
軒
並
み
中
止

や
延
期

・
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
．
夏
季
大
学
講
座
や
教
育
相
談
研
修

会
、
教
美
展
は
中
止
．
教
師
カ
ア
ッ
プ
講
座
は
延
期
の
上
、
受
講
者
数
を
減
ら

し
て
の
開
催
．
そ
ん
な
中
、
「
教
育
会
報
」
の
尾
畑
留
美
子
氏

へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
記
事
が
斬
新
で
説
得
力
が
あ
り
秀
逸
で
あ

っ
た
こ

私
が
事
務
局
を
担
当
し
て
い
る
県
退
職
公
務
員
連
盟
の
活
動
も
同
様
で
あ
る
．

四
月
の
代
議
員
会
は
、
郵
送
に
よ
る
議
案
提
示
と
吉
面
表
決
に
変
更
さ
れ
た
，

そ
の
後
の
本
部
会
や
組
織
部
会
な
ど
は
延
期
．
十
月
の
回
公
連
全
国
大
会
と
上

京
陳
情
は
中
止

〕
十

一
月
の
北
陸
プ
ロ
ッ
ク
協
議
会
も
翌
年
度

へ
の
延
期
で
あ

る
．
み
な
高
齢
者
が
集
う
会
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。

現
在
は
第
二
波
の
真

っ
只
中
．
東
京
の
感
染
者
数
は

一
月
だ
け
で
二
万
九
千

人
を
超
え
た
。
新
潟
は

一
月
末
ま
で
の
累
計
で
九
百
十
人
で
あ
る
．
確
か
に
東

京
の
人
口
は
新
潟
の
六
倍
強
も
あ
る
。
だ
が
こ
れ
は
ひ
ど
い
．
影
響
は
今
年
度

の
様
々
な
活
動
に
及
ぶ
だ
ろ
う
‘
さ
て
ど
う
進
め
る
か
ｔ

こ
の
よ
う
な

「
ウ
ィ
ズ

・
コ
ロ
ナ
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
生
活
で
、
確
実
に
増

え
た
の
が
手
持
ち

の
マ
ス
ク
の
数
。
今
現
在
、
不
織
布

マ
ス
ク
が
七
十
枚
、

「あ
べ
の
マ
ス
ク
」
を
始
め
と
す
る
布
製

マ
ス
ク
が
十
枚
ほ
ど
あ
る
〓
み
な
私

専
用
で
あ
る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・デ
ィ
ス
タ
ン
ス
は
広
く
と
る
が
、
家
庭
内
で
の

人
の
距
離
だ
け
は
変
わ
ら
ず
に
い
て
ほ
し
い
と
願
う
． 森 事

一
，

_ヽ
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夏
季
大
学
講
座

８
月
１
回
出
に
予
定
さ
れ
て
い
た
本
講
座
は

中
止
に
な
り
ま
た
，

来
年
度
は
、
令
和
３
年
７
月
３１
日
巾
に
、
今

年
度
お
願

い
し
て
い
た
、
き
き
酒

マ
イ

ス
タ

ー

・
尾
畑
酒
造
専
務
取
締
役
の
尾
畑
留
美
子
氏

に
よ
る
講
座
を
実
施
す
る
予
定
で
す
．
会
場
は

長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
と
な
り
ま
す
．

左
の
写
真
は
、
濱
中
代
表
理
事
が
講
師
の
尾

畑
様
を
訪
ね
、

「
学
校
蔵
」

の
プ

ロ
ジ

エ

ク
ト
や
学
校

へ
の
思

い
を

イ

ン
タ
ビ

ュ

ー
し
て
き
た

た
と
き

の
も

の
で
す
●

詳
し
く
は
、

新
潟
教
育
会

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く

だ
さ

い
。

６
月
に
予
定
し
て
い
た
第
２４
回
教
美
展
は
中

止
に
な
り
ま
し
た
こ

次
回
の
開
催
は
、
会
場
で
あ
る
新
潟
県
民
会

館
の
改
修
が
終
わ
り
、
使
用
可
能
と
な
る
令
和

４
年
Ｈ
月
２２
日
か
ら
２８
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
令
和
３
年
度
は
、
作
品
を
紙
上
発
表

と
い
う
形
で
皆
様
に
紹
介
す
る
予
定
で
す
．

第
２３
回
教
美
展

教
師
カ
ア
ッ
プ
講
座

期
　
日

本
ム
　
　
担物

参
加
者

第

一
講
座

「特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
が
い
る

学
級
経
営

・
学
習
指
導

ヽ
Ｕ
Ｄ
Ｌ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
ヽ
」

講
師
　
加
茂
市
立
加
茂
西
小
学
校
校
長

古
Ｈ
島
　
恵
津
子
　
様

受
講
者
か
ら

。
私
の
学
級
の
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
の

こ
と
が
頭
に
浮
か
び
、
「
子
ど
も

フ
ァ
ー

ス
ト
」
を
意
識
し
な
い
と
と
思
い
ま
し
た
。

・
■
ど
も
の
目
線
に
立
ち
、
意
識
を
低
下
さ

せ
な

い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
授
業
づ
′′ヽヽ
り

や
学
級
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
〓

令
和
２
年
Ｈ
月
７
Ｈ
喘

新
潟
教
育
会
館

延
べ
２４
人

第

二
講
座

「
学
年
に
応
じ
た
外
国
語
の
授
業
づ
く
り

ヽ
育
て
た
い
資
質

・
能
力
を
ど
う
育
て
る

か
ヽ
」

講
師
　
新
潟
市
小
学
校
英
語
教
育
推
進

リ
ー
ダ
ー

新
潟
市
立
味
方
小
学
校
教
頭

村
上
　
大
樹
　
様

受
講
者
か
ら

・
講
師
の
先
生
自
身
の
実
践
か
ら
話
を
し
て

く
だ
さ

っ
た
の
で
、
と
て
も
分
か
り
や
す

か

っ
た
で
す
。

二
楽
し
く
」
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
，

肩
肘
張
ら
ず
に
、
自
分
も
楽
し
み
な
が
ら
、

真
似
を
し
な
が
ら
引
き
出
し
を
増
や
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
．

・
子
ど
も
の
考
え
を
入
れ
て
活
動
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
の
意
欲
は
高
ま
る
と
感
じ
ま

し
た
．
体
験
し
な
が
い
、
ま
た
、
子
ど
も

の
映
像
を
見
な
が
ら
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
．

特
別
支
援
教
育
の
助
成

選
考
委
員
会
　
　
９
月
２９
日
鴨

理
事
会
で
決
定
　
１０
月
１０
□
山

助
成
金
授
与
式
　
Ｈ
月
２０
□
０

（会
場
　
　
新
潟
教
育
会
館
）

特
別
支
援
教
育
の
研
究
と
実
践
を
計
画
的
に

行

い
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
県
内
の
小

・
中
学

校
の
６
校
に
各
５
万
円
を
助
成
し
ま
し
た
。

・
刈
羽
村
立
刈
羽
小
学
校

・
燕
市
立
燕
西
小
学
校

・
新
潟
市
立
真
砂
小
学
校

・
上
越
市
立
城
西
中
学
校

・
佐
渡
市
立
両
津
中
学
校

・
新
潟
市
立
小
須

戸
中
学
校

本
事
業
は
、
昭
和
４７
年
以
来
続

い
て
い
る
も

の
で
、
助
成
し
た
学
校
は

３８‐
校
に
及
び
ま
す
．

当
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
県
内
の
特
別
支
援

教
育
に
努
力
さ
れ
て
い
る
学
校
に
対
す
る
助
成

を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
．
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零

「教
育
研
究
論
文
第
２５
集
」
の
発
刊
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一
讐

令
和
元
年
度
初
に
、
次
の

一
つ
を
目
的
と
し

て
、
論
文
の
募
集
を
行

い
ま
し
た
．

・
教
育
実
践
を
よ
り
豊
か
で
充
実
し
た
も
の

に
す
る
．

・
実
践
研
究
を
共
有
す
る
た
め
に
論
文
の
表

現
技
法
を
磨
き
、
身
に
つ
け
る
こ

・
多
く
の
読
み
手
を
刺
激
し
、
指
導
力

・
実

践
力
を
更
に
高
め
る
．

選
考
委
員
会
に
よ
る
選
考
を
経
て
、
人
選
し

た
論
文
を

「
教
育
研
究
論
文
集
第
２５
集
」
と
し

て
ま
と
め
ま
し
た

．
ご

一
読

い
た
だ
け
ま
し
た

ら
十

い
で
す
〓

一̈一綱
Ｌ

晰

教 育 研 究 綸 文 集
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令和元・ 2年度 教育研究論文第25集 入選者一覧

氏   名 勤  務  校
教科

領域等
論  文  題

岩崎 直哉 国語
最後の一文の象徴を読む
―読者論に立つ読みの授業の提案 ―

阿賀町立

阿賀津川中学校
理科

岡本 真梨
長岡市立

南中学校

図工 .

美術

造形的な見方・考え方を働かせ、表現力を高
めるための指導の工夫
―ピクトグラム制作における対話的鑑賞活動
を通 して一

渡邊ゆか り
新潟市立

市中野山小学校

図I・

美術

子どもが自分の思いを豊かにふ くらませて表
現するための図画工作科の指導の工夫
―イメージや思いをふ くらませる「わくわく
活動」の組織を通 して一

三上 賢二 新潟市立

大形小学校
体育

子どもが思考を焦点化 し,動 きを高める授業
づ く |)

一回転ボー ドを活用した鉄棒運動「後方支持
FI転 _の実践を通 して一

宮本 裕介
新潟 |「立

鏡淵小学校

小学校高学年ベースボール型ゲームにおける

体育  状況判断に関する一考察
―守備時の状況判断に着目して一

本問 裕輝
新発田市立

東豊小学校
体育

「ボールを持たないときの動き」の習得を促す
ために行う動きの視覚化がもたらす学習効果
―アルティメット |ゴール型ゲーム)の実践
を通して一

姉崎  謙
新発円市立

東豊小学校
体育

教師と児童の問題意識の一致を日指 したィ、ッ

ト型ゲームの指導
一学習問題の明確化と対話による課題解決を
位置イ」けた3段階の学習過程を通 して一

加藤 聡史
胎内市立

黒川小学校
道徳

テーマ発問によって促す児童の多面的・多角
的思考
～「道徳的価値に関する一つの吾葉」からつ

くる道徳科授業を通して～

上村 1真吾
新潟市立

葛塚中学校
外国語
教育

英語学習における「主体的に学習に取 り組む

態度」を育てる評価方法の在 り方
―ポートフォリオ的プログレスカードでの生徒
の振 り返 りと教師フィー ドバックの |_夫 ―

伊比浩太郎
新潟市立

江南小学校

特別
活動

児童の合意形成に向けた話合い活動について
の一考察
―話合い活動における児童の「納得感_に注

日した教員の役割―

川口

佐藤
弘泰
裕紀

新潟県土少年自然の家
新潟医療福祉大 i‐

生涯

学習

地域に愛着 と誇 りをもち,主体的に課題解決
に取 り組む児童の育成
―子どもの王体性の度合いを測る「参加の梯
子」の枠組みを用いて―

趾
ミ・・・熟率
勤
郵
壮・鋼・・̈・・，端

（令
和
２
年
〉

４

月

３

Ｈ

全

４
月
１４
Ｈ
山

４
月
１８
日
由

４
月
２８
日
山

６
月
４
日
中

６
月
６
口
吐

６
月
１０
口
出

６
月
２５
口
困

７
月
１８
日
巾

９
月
３
日
巾

９
月
５
日
山

９
月
９
日
鵬

９
月
２９
日
関

121212
月 月 月
171510

1111101010
月 月 月 月 月
9 6 312310

〈令
和
３
年
〉

１
月
１９
口
関
　
第
２
回
資
料
選
定
委
員
会

１
月
２８
国
内
　
第
７
回
連
絡
会

３
月
３
日
印
ヽ
５
Ｈ
自

資
料
選
定
委
員
会
デ
ー
タ
入
力
作
業

３
月
４
Ｈ
困
　
第
８
回
連
絡
会

３
月
１３
日
出
　
第
４
回
理
事
会

第
２
回
評
議
員
会

教
育
研
究
論
文
第
２５
集
入
選
者

表
彰
式

３
月
１６
日
山
　
会
報

・
所
報

・
教
育
研
究
論
文

集

（第
２５
集
）

発
送

日 日 H 日 日 口 日 H
ulレ噂υЮ (月 )ビい日」ビυ LD

旺

一̈

第
１
回
連
絡
会

会
計
監
杢
会

第
１
回
理
事
会

第
２
回
連
絡
会

事
業
案
内
、
刊
行
物
等
発
送

第
１
回
許
議
員
会

（定
時
評
議

員
ム
ム
）

第
２
回
理
事
会

⌒み
な
し
決
議
）

「報
告
書
」
冊
子
発
刊

第
３
回
連
絡
会

「
第
２４
回
教
美
展
」
小
委
員
会

第
４
回
連
絡
会

教
育
研
究
論
文

（第
２５
集
）
審

査
打
合
会

第
１
回
資
料
選
定
委
員
会

特
別
支
援
教
育
助
成
校
選
考
委

員
会

第
３
回
理
事
会

第
５
回
連
絡
会

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
説
明
会

資
料
選
定
小
委
員
会

教
育
研
究
論
文

（第
２５
集
）
第

二
次
審
査
会

資
料
選
定
小
委
員
会

会
報

・
所
報
　
発
送

第
６
回
連
絡
会

新潟市立

大形小学校

長谷川大輔

根拠をはっきりとさせて,事象に対する考え
をもつ生徒の育成
―知識を活用し,理科の見方・考え方を働か
せて課題に取 り組む実践よリー
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教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

現
職
の
皆
さ
ん
の
教
師
力

・
授
業
力
の
向
上

や
保
護
者
の
情
さ
ん
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た

め
、
令
和
２
年
度
は
２４
件
の
要
請
に
対
し
て
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
し
た
。
（
１
月

２６
日
現
在
）
今
年
度
、
当
研
究
所
に
登
録
し
て

い
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は

‐２‐
名
で
す
．

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
リ
ス
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
と

お
分
か
り
の
よ
う
に
、
そ
の
支
援
分
野
は
多
岐

に
わ
た

っ
て
い
ま
す
‐
経
験
と
識
見
豊
か
な
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
大

い
に
活
用
願
い
ま
す
．

派
遣
の
傾
向

（派
遣
内
容
〉

昨
年
度
末
か
ら
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

学
校
環
境
が
激
変
し
ま
し
た
て
外
部
指
導
者
が

校
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
不
可
能
な
時
期
も
あ

り
ま
し
た
ｃ
そ
の
よ
う
な
中
で
リ
モ
ー
ト
に
よ

る
実
践
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
．
た
だ
依
頼
す

る
側
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
側
も
不
慣
れ
の
た
め
、

今
後
の
積
み
重
ね
が
求
め
ら
れ
ま
す
ｃ

（派
遣
地
域
〉

新
潟
市
を
含
む
下
越
地
区
は
１４
件
で
最
も
多

く
な

っ
て
い
ま
す
．
今
ま
で
依
頼
の
な
か

っ
た

地
区
か
ら
の
派
遣
依
頼
は
微
増
し
て
い
ま
す
。

「遠
い
か

らヽ
」
と
躊
略
せ
ず
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
っ
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
県
内
各
地
に
居

住
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
、
「
ア
ド
バ
イ
ず

―
リ
ス
ト
」
に
目
を
通
し
て
く
だ
さ
い
〓

（派
遣
の
実
際
〉

「
新
潟
教
育
研
究
所
」
の
所
報
第
４６
号
に
、

今
年
度
派
遣
し
た
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

一
ア

ド
バ
イ
ス
ロ
記
」
並
び
に

「教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
要
請
し
て
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
ｃ

教
育
資
料
室
の
運
営

昨
年
度
は
資
料
を
整
理
し
、
先
Ｌ
き
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
に
力
を
入
れ
ま
し
た
．
今
年
度
は
、
学

生
ア
ル
バ
イ
ト
を
雇
用
し
、
利
用
者
の
皆
様
に

少
し
で
も
早
く
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
て
い
ま
す
〓

教
育
情
報
の
発
信

一
教
育
会
報
」

（年
３
回
）

「教
育
研
究
所
報
」

（年
３
回
）

「
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
」

適
時
更
新
し
、
新
し
い
情
報
に
触
れ
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
．

公益員オ回法人 新潟教育会

‐‐颯は F彗し尊亀曹
」
誓,レ
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ヽ
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教
育
会
館
の
活
用

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
キ
ャ
ン
セ
ル

が
目
↓
ち
ま
し
た
．
施
設
の
利
用
延
べ
数
は
次

の
と
お
り
で
す
．
（　
）
内
は
昨
年
度
比
．

・
使
用
団
体

　

一
四

一
団
体

（６４
％
）

・
使
用
者
　
　
　
二
九
七
人

（３９
％
）

※
１
月
末
口
現
在

０
扉
の
改
修

老
朽
化
が
進
み
、
汚
れ
が
日
立

っ
て
い
た

扉
の
ク
ロ
ス
を
取
り
替
え
ま
し
た
。
１
階
相

談
本
と
２
階
会
議
室
の
出
入
り
国
が
明
る
く

な
り
ま
し
た
〓

今
年
度
を
締
め
く
く
る
本
号
は
、　
一
年
間
の

会
務
及
び
事
業
の
報
告
を
中
心
に
編
集
し
ま
し

た

．
振
り
返
る
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
、

年
間
通
し
て
そ
の
対
応
や
、
事
業
の
中
止
や
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
．
そ
し
て
、
学
校

現
場
の
方
々
や
教
育
関
係
の
方
々
の
ご
苦
労
は

い
か
ば
か
り
か
と
思
う
毎
日
で
も
あ
り
ま
し
た
，

一
方
、
変
化
の
激
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
大
事

な
も
の
は
何
か
を
考
え
る
機
会
も
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
．
先
人
の
残
し
て
き
た
知
恵
や
こ

れ
ま
で
の
実
績
に
加
え
、
い
か
に
柔
軟
に
変
化

し
、
前
進
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
感
謝
し

な
が
ら
、
歩
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
‘

鑽
会
館
の
環
境
整
備

●
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境

イ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
環
境
の
整
備
を
図
り
、

１
階
相
談
室
と
２
階
会
議
本
で
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が

使
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
こ
リ
モ
ー
ト
に
よ

る
会
議
や
研
修
で
使
う
こ
と
が
可
能
で
す
．

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

Ｃ
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
設
置

相
談
軍
と
会
議
零
に
移
動
式
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
を
設
置
し
ま
し
た
］

しヽ″

■

黎
磯
．


